
AUTOMATION CASE STUDIES

業務自動化
導入事例集

建設・住宅業界のバックオフィスを、
「作業」から「価値創造」へ。

住宅会社A社 × 住宅会社B社

有限会社せれくと｜業務自動化支援



業務自動化導入事例集

2社に共通したのは、入力作業を減らし
データを“使える状態”に変えたこと

CASE 01

住宅会社A社

集客・予約・領収書管理など、
日々積み重なる細かな業務を自動化。
データ収集から確認・改善へシフト。

CASE 02

住宅会社B社

原価・請求書・紹介案件など、
経理部門の定型業務を自動化。
手入力中心からリアルタイム把握へ。

共通テーマ：人を減らすためではなく、人が考える時間を増やすための自動化



CASE 01

住宅会社A社

小さな業務摩擦を取り除き、
データを起点に改善できる組織へ

集客データ｜予約情報｜イベント管理｜領収書保存



CASE 01

住宅会社A社

業務自動化の軌跡

「ちまちま作業」からの解放と、データ起点の組織づくり



















CASE 01｜住宅会社A社

機械が働き、人が心を通わせる組織へ

一連の業務自動化による最大の成果は、システムそのものではありません。

日常業務を問い直す文化が根付き、創出された時間を顧客対応と改善に使えるようになったことで
す。

機械が働き、人が考える。



CASE 02

住宅会社B社

バックオフィスの定型作業を減らし、
経理データを経営判断へつなげる

原価計算｜請求書発行｜紹介案件｜電子請求書管理



CASE 02

住宅会社B社

「データ入力」から「データ活用」へ。

AI-OCRとシステム連携による、バックオフィス業務の変革





























CASE 02｜住宅会社B社

作業から、価値創造へ

自動化の価値は、単なるコスト削減にとどまりません。
経理データをリアルタイムに把握し、人間本来の思考と判断に時間を使える状態をつくりました。

機械が働き、人が考える。



業務自動化導入事例集｜まとめ

成果を生んだのは、ツール導入ではなく
“業務の流れ”そのものの再設計

01 小さな反復作業から着手 毎日・毎月繰り返す入力、転記、保存を優先して自動化。

02 人の判断と機械処理を分離 例外対応は人、定型処理はシステム。役割を明確に切り分ける。

03 蓄積データを次の改善に活用 集めるだけで終わらせず、可視化・照合・意思決定につなげる。

まずは、毎週・毎月発生する“ちまちま作業”を洗い出すことから。
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